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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼ。E2ユビキチン結合酵素UBE2D1からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、標的基質に直接転移する。in vitroでは自身をユビキチン化の標的とし、in vivoでは自身の分解を促進する可能性がある。,その他：ユビキチンチオエステル形成にはシステイン残基が必要である。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：HECT（E6AP型E3ユビキチンタンパク質リガーゼ）ドメインを1つ含む。,類似性：IQドメインを1つ含む。,サブユニット：26Sプロテアソームと相互作用する。CAND2に結合する。,組織特異性：骨格筋で高発現する。腎臓および膵臓では、はるかに低いレベルで検出されます。,機能：E3ユビキチンタンパク質リガーゼは、E2ユビキチン結合酵素UBE2D1からチオエステルの形でユビキチンを受け取り、標的基質に直接転移します。in vitroでは自身をユビキチン化の対象とすることができ、in vivoでは自身の分解を促進する可能性があります。,その他：ユビキチンチオエステル形成にはシステイン残基が必要です。,経路：タンパク質修飾；タンパク質ユビキチン化。,類似性：HECT（E6AP型E3ユビキチンタンパク質リガーゼ）ドメインを1つ含みます。,類似性：IQドメインを1つ含みます。,サブユニット：26Sプロテアソームと相互作用します。CAND2に結合します。,組織特異性：骨格筋で高発現しています。腎臓と膵臓では非常に低いレベルで検出されます。
	研究分野
	ユビキチンを介したタンパク質分解;
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	UBE3Cポリクローナル抗体を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。
	

	UBE3Cポリクローナル抗体を用いたHuvEc細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1:20000に希釈した。

